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＜連絡事項＞
・本日の柞木田Dr.診察が6/5（金）の夕方に変更となっている。
[bookmark: _GoBack]・療養中の患者様の退院支援調整（困難な理由）状況を詳細にリスト化していく予定。退院支援・調整に関わる情報ついては漏れなく看護記録等にて記載をしていくこと。
・患者様が退院された際には、退院日時と退院先（施設名含み）を必ず看護記録に記載すること。

＜患者様連絡事項＞
・和田　シュン様～スタッフ付き添いでの外出調整可の指示あり。

・若菜　登様～昨日の他科受診の様子と鑑別後の持参薬について、主治医より指示を受けている。減薬があるため、処方セットの際は留意すること。

・五日市　規様～昨日CSセットの3Lの上履きが届いて、使用を開始している。CSセットの靴下が褥瘡部位を締め付けていることもあり、靴下の使用について検討が必要。引き続き処置は継続していく。

・川村　貞子様～地域連携室SWより、計画相談　関野氏より連絡が入り、退院後のサービスについて、介護保険の適用になると役場より話があったとのこと。それに伴い、一度は介護保険申請をする必要がある。ただ、本人の生活レベルから適応にならないことが予想されるため、適応とならない場合には引き続き障害福祉サービスの利用を継続することとなる。入院中の申請が必要になるため、関野氏より兄様を説得してみると話あり。
ご本人への説明は関野氏と兄様の話し合いが済んでから行うこととする。 

＜要注目患者様＞	
・赤石　陽介様～バイタルサイン異常、酸素飽和濃度の低下もなし。食事も経口摂取可能ではあるが明日まで点滴+抗生剤は継続し、血管確保困難な際には、終了抜去してもよいとの指示あり。また薬剤師よりヴィーンDとセフトリアキソンを混合しないよう助言があったことから、抗生剤の投与は14時から対応することとした。

・梅内　とも子様～「息子がカニ採ったら迎えにくる」との訴えあるが、強い帰宅要求はなし。引き続き、精神症状の変動に留意して所在確認をしていく。

・小山　優様～日課の遅れや飲酒に関連した言動もなし。6/5（金）10：00～16：00単独外出予定。妹様からも了承を得ている。引き続き、精神症状の変動に注意してみていく。


＜小栁Dr診察情報＞
・山谷 由香様～診察にて、水を我慢できないこと、氷をあまり活用できていないことを報告される。イライラした際の対処方法として距離をとることとの発言があり、主治医より適宜頓服も活用するよう助言あり、受け入れられている。また心電図検査結果より、多飲水により心臓が拡大している可能性があることを指摘されると、「やばいで、水控えなきゃ」との発言が聞かれている。

・西舘　ミネ様～診察にて、「口の中が気持ち悪くて…メイバランスミニが嫌い」との訴えあり。主治医より普通食に戻すことを提案するが、「今より量が増えるのはちょっと…。家族と会っている時も楽しいけど、本当の家族じゃないから、本当の家族に会いたい」と不安気な反応あり。まずは本日昼から普通食（ご飯少な目）に変更するよう、栄養科に連絡済み。
引き続き、退院支援（施設入所）を強化していくよう指示あり。

・川村　貞子様～診察にて固定資産税の支払いも込めた外出を希望し、許可がある。今後職員付き添い可能日を調整していく。夜間の睡眠に関しては、頓服を活用してながら対応するよう指示あり。
冬季前には退院を目標に、支援を継続していくよう指示あり
